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ダイビング後の航空機搭乗までの時間と減圧症との関係
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Risk of decompression sickness（DCI）, conceding the ascending in flying fter diving increases 
in recent years.　The decompression sickness number of recreational divers of 11 years was 
2830. There is a final diagnosis by the done case and will be 253 numbers of aircraft in which 
it boards it with the DCI in less than 24 hours after it dives by 1650. A lot of number of cases 
whose diving ground is Okinawa is 124（55.6%）. The short distance ground where time until 
boarding is the shortest is Hachijo island, a Oshima mail, and averages are 8.6 hours. Next, the 
short one is 15 hours of Palau（57.8%）. It is necessary to refrain from the aircraft boarding for 
24 hours for the safety dive after it diving.
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る。10,000m 高度の気圧は約 0.2 気圧程度で、地























ス塞栓症 AGE：Arterial gas embolismを含む）
と診断されたレクリエーショナルダイバーの中で、航
空機に搭乗した事例を対象とした。期間は 2002 年







件数は 2,830 件（図 1、表 1）、うち減圧障害と
確定診断された件数が 1,650 件（58.3%）、航空
機に搭乗した件数が 507 件（30.7%）、ダイビング
後 24 時間未満に航空機に搭乗した件数が 253 件
（50.0%）である（表 2）。この中で、ダイビング地
は、沖縄が 124 件（平均搭乗までの時間 19.6±3.6
時間）、パラオが 52 件（同 15.0±2.7）、航行時
間が 40 分以内の近距離地が 10 件（同 8.6±5.9）、
その他の場所（サイパン、グアム、フィリピン、モル
ディブなど）が 67 件（同 18.7±3.4）であった。
　航空機搭乗直前（前日か当日）のダイビング回数
と航空機搭乗までの時間の関係を図 2 に示す。調
査できた件数が 159 件、ダイビングが 1 回であった
件数が 14 件、うち 12 時間以内に航空機に搭乗し
た件数が 5 件（35.7％）である。また、同様に複数
回の件数が 145 件、18 時間以内に搭乗した件数
が 51 件（35.2％）であった。この中には 6 回のダイ
ビングで 6 時間後に航空機搭乗をした事例がある。
　航空機機内の高度調査は、14 回測定された結
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表 1　減圧障害の確定診断と疑い診断の件数　




件数 ％ 件数 ％
2002 年 110 85.3 19 14.7 129
2003 年 195 69.6 85 30.4 280
2004 年 178 52.4 162 47.6 340
2005 年 162 48.6 171 51.4 333
2006 年 117 48.3 125 51.7 242
2007 年 229 75.6 74 24.4 303
2008 年 224 76.7 68 23.3 292
2009 年 173 63.8 98 36.2 271
2010 年 78 37.1 132 62.9 210
2011 年 87 45.1 106 54.9 193
2012 年 97 40.9 140 59.1 237
合計 1,650 58.3 1,180 41.7 2,830
インストラクター やガイドダイバー 277 件、レクリエーショナル 2,553 件
図 1　レクリエーショナルダイバーの減圧障害受診人数の年次推移
（東京医科歯科大学 2002 ～ 2012 年、n2,830）
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  図 2　航空機搭乗までの時間と最終ダイビングのダイブ回数との関係
　調査できた件数が 159 件であり、その中で最終ダイビング日の回数が 1 回で
あった件数は 14 件、12 時間以内に航空機搭乗した件数が 5 件である。また、同
様に複数回の件数が 145 件、18 時間以内に搭乗した件数が 51 件である。









平均 ± SD min ～ max
1. 沖縄 223 124 55.6 19.6 3.6 5 ～ 23.7 6
2. パラオ 90 52 57.8 15.0 2.7 8 ～ 21 0
3. 近距離 12 10 83.3 8.6 5.9 2 ～ 19 0
4. その他 182 67 36.8 18.7 3.4 5 ～ 23 5
合計 507 253 49.9 18.0 4.4 11
 *1　航空機搭乗件数に含まれ、現地で DCI と思われる症状を自覚している件数























気圧（地上は 1 気圧）、1,000m 上昇すると0.887
気圧に減少する。ダイビング後の山間部高所移動
による減圧症発症の危険性は、UHMS のワーク












図 3　航空機の機内高度 (m) 変化
実線：ジェット機、点線：プロペラ機
遠距離は 40 分以上で高度 1,400m ～ 2,400m、近距離は 40 分未満で高度 0m ～ 1,330m




















ダイビングをした水深が 20m だとすると、2,500m 高
度では 24m の水深でダイビングしていることになる。
また、U.S.Navy13）の高所潜水換算表では海面下
20m は高度 2,400m で 27m に相当する水深となる。
　航空機搭乗によって生態は低圧環境に暴露され、
減圧症の危険性が非常に高まる。よって搭乗まで
の 時 間 が 制 限 され て いる（P.J.Sheffield ら1）、
J.J.Freibergerら2））。Vann RDら7）はダイビング後、
数時間～ 12 時間、さらに減圧停止を要する場合








日本を含め世界で 60％程である。この PADI のマ
ニュアル3）にダイビング後の航空機搭乗については、
一般にダイビング後 12 時間または 24 時間（または
48 時間）空けるべきとしている。米海軍は 24 時間、
DAN（Divers Alert Network）は、1 回の無減
圧潜水では 12 時間以上、複数回の潜水では 18
時間以上とガイドラインに記されている。また、減圧
症 発 症と航 空 機 搭 乗との 関 係 論 文 で は、
Freiberger JJ ら2）はダイビング後の航空機搭乗ま
での時間と減圧症発症率の関係は、24 ～ 28 時間
は 1.02 倍、20 ～ 24 時間は 1.84 倍、20 時間以内




大 2,400m であるが、近距離の航空機では 0m ～































（1） 減圧障害総件数は 2,830 件、うち航空機に搭





オは 52 件（同 15 時間）、近距離地は 10 件














ダイビングは、1 回のダイビングで 12 時間以上、
複数回で 18 時間以上空けることが必要である。
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